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１ 方針

回収率向上のため、調査項目の整理・削減を基本としつつ、時代に
合った施策展開を行うため、必要な項目は追加する。

２ 追加する主な調査項目

追加項目 理由
該当する調査（①一般、②要支援・要
介護、③これから高齢期、④特養入所
待機者、⑤事業所、⑥ニーズ調査）

⑴ 孤独孤立（人付き合いや孤独感）
生活様式の変化や人付き合いの変化などにより、
孤独を感じている人がいないか把握するため

①、②、③

⑵ 終活の意向 終活に関する区民ニーズを把握するため ①、②、③

⑶ コロナの影響
コロナが、区民にどのような影響を与えたのかを
把握するため

①、②、③

⑷ ICT機器の利用状況
スマートフォン等の使用者の困り事やニーズを
把握するため

①、③

⑸ 見守りICT機器の利用意向 見守りICT機器の利用状況やニーズを把握するため ①、③

⑹ 入所したい施設の優先順位
特養入所申込者の入所希望施設の優先順位を
把握するため

④
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３ 削除する主な調査項目
継続して調査する必要がないもの、該当者数が少なすぎるもの、既

に施策展開しているもの、別の設問で同様の回答が得られるもの等は
削除する。

削除項目 理由
該当する調査（①一般、②要支援・要
介護、③これから高齢期、④特養入所
待機者、⑤事業所、⑥ニーズ調査）

⑴ 主たる生計者
調査項目削減のため
（他の設問と比較し、優先順位が低い）

①、②、③、④

⑵ ひきこもり（子の年齢、期間、きっかけ） 該当者数が少なすぎるため ①、②、③

⑶ 金融資産の状況 回収率を下げる要因となっているため ①、②、③、④

⑷
運転免許の有無、運転する頻度、運転に対する
考え、返納したときの心配ごと

継続的に調査する必要がないため ①、③

⑸
聞こえ（聴覚）の状況・補聴器の使用状況、
持っていない理由

R3年度に事業を開始したため ①、②、③

⑹ 熱中症予防・対策 継続的に調査する必要がないため ①、②、③

⑺ 成年後見制度の利用状況 該当者数が少なすぎるため ①、②、③

⑻ 入所施設の満足度、満足している点
「サービスの利用状況」「満足しているサービス」
で同様の回答が得られるため

④

⑼ 入所施設から特養に移りたい理由
「現在の生活場所」「特養を申し込んだ理由」の
クロス集計により把握できるため

④

⑽
・特定処遇改善加算の取得状況
・キャリアパスの作成状況

処遇改善加算取得を支援する事業（キャリアパス
作成を含む）を実施済みであるため

⑤



削除項目 理由
該当する調査（①一般、②要支援・要
介護、③これから高齢期、④特養入所
待機者、⑤事業所、⑥ニーズ調査）

⑾ 区の人材対策事業の認知度
調査項目削減のため
（他の設問と比較し、優先順位が低い）

⑤

⑿ ニーズ調査のオプション項目 オプション項目につき削除 ⑥

⒀ 日用品、食料品の購入状況、日常生活の困りごと 高齢者一般調査へ移行 ⑥

４ 修正する主な調査項目
他の設問との統合で集約するもの等は修正する。

修正項目 理由
該当する調査（①一般、②要支援・要
介護、③これから高齢期、④特養入所
待機者、⑤事業所、⑥ニーズ調査）

⑴
・運動等の実施状況
・介護予防の取組状況

統合 ①、③

⑵
・長期療養時の在宅生活の希望
・在宅療養の実現可能性

統合 ①、②、③

⑶
・職員の過不足状況
・確保が困難な職種ごとの不足数

統合（職種別の過不足状況を把握する） ⑤

⑷ 区に期待する人材対策事業
「取り組みたい人材確保策」に変更
事業所が希望する人材確保策を把握するため

⑤

⑸ 人件費・派遣料金の割合
「派遣労働者の受入れ状況」に変更
派遣労働者の該当職種および人数を把握するため

⑤

⑹ 介護ロボットの活用、導入の課題
ロボットだけでなく、ICT機器の活用状況も
把握する設問に変更する

⑤

3


